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発明の特長、今後の期待
本発明は、筋サテライト細胞だけ

を純粋に培養できる培養液の組成に
関するものである。
将来、本発明を活用して患者さん

の筋サテライト細胞を培養して筋肉
に戻し、筋肉を回復させるプロセス
確立につながることが期待される。
年齢を重ねても筋萎縮を阻止し、筋
肉量を維持する再生医療の手法とし
て確立できれば、疾病の進行を抑え、
健康寿命の延伸にもつながる可能性
がある。
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他にもこんな研究をしています

骨格筋は速筋線維と遅筋線維に大別
される。世界的に普及している骨格筋
培養細胞株は速筋タイプで、遅筋タイ
プの培養細胞は存在しない。
遅筋タイプのヒラメ筋を初代培養細
胞に使用することも可能だが、他の細
胞混入が避けられず、純粋に骨格筋細
胞だけを培養することは困難であった。
このような背景から、骨格筋の体性
幹細胞（筋幹細胞）を単離して培養し、
増殖させる試みは様々提案されてきた。
しかしながら、従来の培養液では骨格
筋線維の周囲には線維芽細胞などの生
着力の強い細胞が存在し、初代培養時
に生着力の弱い筋幹細胞は淘汰されて
しまうため、筋細胞を大量精製するの
は不可能であった。

・骨格筋から分泌される生理活性因
子（マイオカイン）群が血液循環を
経て全身に作用し健康効果をもたら
している可能性を追究しています。

・運動が糖尿病を抑制する分子機序
の解明をしています。筋肉を収縮さ
せるとインスリンに匹敵する血糖降
下作用が生まれます。
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